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農業は食べものをつくり、環境をつくる 
　日本の農業は、「安心安全な食べもの
をつくる」という重要な役割だけでなく、
古くから自然環境を保全し、さらには伝統
文化も育んできています。これは、自然と
共生し農業を発展させてきた日本ならで
はの、農業のもう一つの顔とも言えます。こ
れを「農業の多面的機能」と呼んでいます。 
　たとえば水田は、水をため、洪水や土砂
崩れを防止し、ゆっくりと水を地下へしみこ
ませ、地下水も蓄えています。そして水や空
気もきれいにし、生きものを育み、気温も調
整します。そんな美しい農村の風景は、わた
したちの心をなごませてくれ、教育や休養
の場としても大きな役割を果たしています。 
　もし、食べものを海外からの輸入に丸
ごと頼ってしまったら……。水不足や洪
水など生活環境は崩れ、いのちが脅かさ
れることになります。多面的機能は、農業
がこれまでもこれからも持続されてこそ、
発揮される働きであることを忘れてはなり
ません。 

農業の多面的機能をお金に換算すると 

項目　　　　　　 

洪水を防ぐ　　　 

川の水の量を安定させる 

雨水を地下水として蓄える 

土が流れ出すのを防ぐ 

土砂崩れを防ぐ 

水をきれいにする 

暑さをやわらげる 

旅行など心の安らぎをもたらす 

（参考）農業の総産出額（2002年） 

評価額 

3兆4,988億円／年 

1兆4,633億円／年 

537億円／年 

3,318億円／年 

4,782億円／年 

123億円／年 

87億円／年 

2兆3,758億円／年 

8兆9,261億円／年 
2001年日本学術会議答申を基に作成 

　最近の調査のなかに、ため池の気候緩和機能を実際に観測し、

明らかにした研究があります。2003年、大阪府岸和田市にある農

業用ため池（最大水深7m、水面積12,000㎡）を舞台に周辺観測

が行われました。 

　この結果、日中の温度が高い時間帯は、風がため池の上を通過

することで、風下側の温度が約

1℃下がり、逆に夜間・早朝の

寒い時間帯は、ため池の風下

は温かくなることがわかりました。 

　これは、ため池の熱容量が

影響を与えており、ため池が水

分を蒸発し、気温を調整してい

るからなのです。 

　いま、水田が水をきれいにする働きが注目されています。肥料や農薬等

が、環境に負荷を与えているのも事実。ある実験では、水田に入る硝酸態

窒素の濃度1 当たり25～30mgが、水田を出るときには、2～3mgまで減

少するとあります。農地の窒素過多は赤潮発生の一因となっています。け

れど、水田を通過した水は、土壌に住む脱窒菌の活動で硝酸態窒素が窒

素ガスになり、空気中に放出され、浄化されます。 

■水田を使った硝酸態窒素浄化実験 

肥料 降雨 
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資料：近畿農政局農村計画部資源課 
　　 多面的機能維持増進調査より 資料：中曽根英雄「流域レベルでの水田の窒素除去量評価に関する研究」等より 
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■農業の多面的機能の貨幣評価 
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